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EBSCO®A-to-ZにおけるOpenURL機能 


EBSCO A-to-Z®  OpenURLリゾルバ機能を使うとGoogle™ ScholarやPubMedなどのサードパーティリソースからA-to-Zリストのタイトルあるいは論文記事へのリンクを標準的なOpenURL書式に則って作ることができます。これによりLinkSourceをご利用でない場合でも数々のコンテンツサイトで提供されるOpenURLリンク機能を利用することができます。しかしながらLinkSourceを使えば、より一層強力なリンク機能が利用可能で、データベース内のリソース、OPAC、ILLフォーム、書誌マネージャ他へ利用者を誘導することが可能です。�A-to-ZのOpenURL機能は決してLinkSourceを置き換えるものではありません。��OpenURLリンクのフォーマット


サードパーティリソースからのOpenURLリンクは以下のように構成されます。:


http://atoz.ebsco.com/directLink.<CustomerID>/OpenURL?<OpenURLMetadata>


<CustomerID>をお客様のA-to-ZのCustomer IDまたはA-to-ZのCustomer Codeに置き換えてください。お客様のA-to-Z Customer IDはA-to-Z利用者サイトのURLの”id=”のすぐ後ろにある数字になります。:� http://atoz.ebsco.com/titles.asp?id=<CustomerID>


<OpenURLMetadata> をOpenURLリンク情報に置き換えてください。


A-to-ZのOpenURLリゾルバ機能であるジャーナルにアクセスする単純な例を以下に示します。�（XXXXをお客様のA-to-Z Customer IDと置き換えてください）:


	http://atoz.ebsco.com/directLink.XXXX/OpenURL?genre=title&ISSN=08986827


リンクされたリソースをA-to-Z利用者サイトで表示


OpenURLリンク経由でA-to-Zにリンクインすると、まず選択された認証が行われ（IP、ユーザ名／パスワード、Athens）それを通過するとそのリソースに関連するページが提示されます。:


	 





タイトルへのOpenURLリンク�（電子ジャーナル、電子ブックまたはデータベース）


そのリソースのA-to-Zにおけるタイトル情報ページが提示されます。 


もしもそのタイトルがEBSCOから購入された電子ジャーナルでA-to-ZのTable of Contentsブラウズが可能なものの場合には、そのリソースの電子ジャーナル出版物詳細ページが提示され、そこで利用可能な記事の目次を表示できます。


論文記事へのOpenURLリンク�（電子ジャーナル、EBSCOhostデータベース）


もしもその論文記事がEBSCOから購入された電子ジャーナルかご契約中のEBSCOhostのデータベースのどれかで利用可能なものの場合には、利用者はその論文記事を直接閲覧することができます。


もしもコレクション内に該当する論文記事が見つからなかった場合には、A-to-Zのその記事を含むタイトルの出版物詳細ページが表示されます。その記事が掲載されたタイトルはコレクションに含まれてはいるが、その記事自体は利用可能なカバレッジに含まれていない場合にもこのような表示になります。


EBSCO Customer Satisfactionへご連絡ください


A-to-ZのOpenURL機能についてのご不明な点などございましたら � HYPERLINK "mailto:customercare@ebsco.com" ��EBSCO Customer Satisfaction�までご連絡ください。 
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